
食品安全フォーラム 

日時：11 月 29 日（金） 13;00－17;20 

場所：日本薬学会長井記念ホール（渋谷区渋谷 2-12-15） 

主催：日本薬学会レギュラトリーサイエンス部会 

協賛：日本食品衛生学会、日本食品化学学会、日本ゲノム編集学会、 

   日本薬学会環境衛生部会、日本薬学会医療薬科学部会、日本薬学会生薬天然物部会 

 

 

13:00   開会の辞 近藤一成（国立医薬品食品衛生研究所， 本会実行委員長） 

13:05-13:10  レギュラトリーサイエンス部会長挨拶 矢守隆夫（医薬品医療機器総合機構） 

 

１． ゲノム編集技術の農業分野への応用（座長：国立衛研 中村 公亮） 

13:10～13:45 ゲノム編集技術の農作物への利用と規制対応 

田部井 豊 農研機構 

 

２． ゲノム編集食品の開発と安全性確保の取組み（座長：農研機構 田部井 豊） 

13:45～14:20  植物の例 Waxy 遺伝子欠失トウモロコシ 

松下 茜（Corteva agrescience）  

14:20～14:55 動物（魚）の例 Myostatin 遺伝子欠失マダイ・フグ 

木下 政人（京都大学）  

 

Coffee break 14;55～15:25 

 

３． 新開発食品の安全性確保に向けた評価手法高度化の取組み（座長：国立衛研 近藤 一成） 

15:25～16:00 unbias なオフターゲット解析法の整備 

中村 公亮（国立医薬品食品衛生研究所） 

16:00～16:35 機械学習を用いた食物アレルゲン性予測 

為広 紀正（国立医薬品食品衛生研究所） 

 

４． ゲノム編集食品等の食品衛生法上の取扱い（座長：国立衛研 北嶋 聡） 

16:35～17:10 吉田 易範（厚生労働省） 

 

17:15 閉会の辞 北嶋 聡（国立医薬品食品衛生研究所） 次期実行委員長 


